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今回は、熱中症の症状や予防対策を紹介します。

➢ 熱中症とは？

熱中症とは、高温多湿な環境に長時間いることで、体温調節機能がうまく
働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。

屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、 救急搬送されたり、
場合によっては死亡することもあります。

熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、
周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

「薬の窓口」は過去の資料も含めてホームページ
で公開しています。参考にしてください。

参考）熱中症予防のための情報・資料サイト 厚生労働省
働く人の今すぐ使える熱中症ガイド
熱中症診療ガイドライン2015
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➢ 熱中症の症状と重症度分類

➢ 熱中症の原因

➢ 熱中症の予防（暑さを避ける！）

➢ 熱中症の予防（こまめに水分・塩分を補給する！）

環境
気温が高い、湿度が高い、風邪が弱い、日差しが強い、閉め切った室内、
エアコンがない、急に暑くなった日、熱波の襲来

からだ
高齢者、乳幼児、肥満、持病（糖尿病、心臓病、精神疾患など）、低栄養状態、
脱水状態（下痢、インフルエンザなど）、体調不良（二日酔い、寝不足など）

行動 激しい運動、慣れない運動、長時間の屋外作業、水分補給がしにくい


